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2 ．方法
2.1　分析対象


















































































































視覚障害 1 1 2
聴覚障害 2 1 1 1 5
肢体不自由 4 4
病弱・虚弱 8 8
発達障害 6 5 1 6 1 3 3 1 1 27
発達障害
（未診断）
9 7 3 6 5 3 1 2 36
精神障害 6 5 2 2 2 1 2 20
その他 3 1 4














聴覚障害 1 1 1 2 5
肢体不自由 3 1 4
病弱・虚弱 1 5 2 8
発達障害 8 12 3 2 1 1 27
発達障害
（未診断）
4 25 1 5 1 36
精神障害 3 5 5 2 5 20
その他 1 2 1 4
計 18 44 12 14 16 1 1 106
表3．障害種別の初回相談時の来談者（人数）
家族 教員 本人 本人・家族 計
視覚障害 2 2
聴覚障害 3 2 5
肢体不自由 1 3 4
病弱・強弱 3 5 8
発達障害 1 17 9 27
発達障害
（未診断）
1 3 30 2 36
精神障害 1 16 3 20
その他 2 2 4
計 3 3 74 26 106
─  344  ─






































あり なし 不明 計
視覚障害 1 1 2
聴覚障害 1 4 5
肢体不自由 4 0 4
病弱・虚弱 6 2 8
発達障害 7 19 1 27
発達障害（未診断） 3 31 2 36
精神障害 5 15 20
その他 1 3 4
計 28 75 3 106
表5．　大学での合理的配慮申請の有無（人数）
あり なし 計
視覚障害 2 0 2
聴覚障害 3 2 5
肢体不自由 4 0 4
病弱・虚弱 7 1 8
発達障害 7 20 27
発達障害（未診断） 0 36 36
精神障害 8 12 20
その他 1 3 4
計 32 74 106
─  345  ─
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4.2　学内の障害学生支援体制整備について
発達障害や発達障害未診断，精神障害の学生の場合，
学生相談所からの紹介で来談するケースが多かった．
池田ほか（2008）が，本学の学生相談所の機能的特徴
について『学生は医療機関とは異なるところとして理
解し，その分だけ利用への抵抗が少ない』と述べるよ
うに，本学の学生にとって身近な相談機関として定着
していることが分かった．これは，学生相談所が入学
式やオリエンテーションでの利用案内，授業等を通し
た予防・広報活動を積極的に行ってきたことが一定の
成果を上げているものと考える．今後は，学生相談所
をはじめとする学内相談機関との連携を図りつつも，
特別支援室としても，学生から身近な存在に思われる
ような取り組みを行う必要がありそうだ．
また同時に，家族や教職員に対しての情報発信や理
解啓発を促すような工夫も重要であると考える．本調
査では，本人より先に家族や教員が相談に来て，その
後本人への支援へと繋がったケースが複数あった．市
川（2011）は，支援体制の柱の一つに「困ったことを
伝えたら，まわりが支えてくれることを知り，自分か
ら働きかけていく力と方法を知る（自分と社会への信
頼）」ことができる環境作りを挙げている．学生の家
族や教職員への理解を促すことは，学生が困った時に
声をあげやすい環境作りに繋がっていくだろう． 
本研究によって，特別支援室を利用した本学の学生
がどのような時期にどのように特別支援室と繋がるの
か，その特徴を明らかにすることができた．このこと
は，今後修学上で支援が必要な学生をより早期に特別
支援室に繋げる方策を考える一助となるだろう．
しかし，本研究では障害種によっては対象者が非常
に少なかった．今後，特別支援室での活動を継続して
いく中で対象者を増やし，同様の研究を行うことが必
要であると考えられる．
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